
                                

 

                                                          

  
                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

様式① 
  東広島市立河内小学校     

 
・新体力テストの「20mシャトルラン」の測定を春と冬の 2回行い，
記録が向上する児童が９０％以上になるようにする。 

 

 

児童生徒の実態や体力・運動能力調査等
から明らかになった課題 

達成目標 

 
 

 

・ 河内町の中心地域にある小規模校 

・ ほぼ，全児童がバス通学 

 

 

学 校 の 状 況 
 

 

① 体育科での取組 

・準備運動において，走の運動を中心にしたサーキット運動や，マラソン縄跳び（低学年1分間，中学年2分間，

高学年3分間を目標にして，前とびで跳び続ける。）に取り組む。 

②朝時間の取組 

・週２回の「朝マラソン」を継続して行う。 

・朝マラソンの取り組みの集大成として，12～１月に「持久走チャレンジ（校内ロードレース大会・20mシャトル

ラン再計測）」を実施し，持久力の伸びを感じさせる。 

③保健生活部を中心とした取組 

・運動に関する校内大会や記録会を設け，目標をもって運動に取り組めるようにする。 

・月に一度，体育朝会を実施し，手軽な運動を行う。 

  ・体力向上のため，縄跳び運動を奨励する。 

④河内町内中学校区で連携した取組 

・河内中学校区の全ての学校が連携をしてアウトメディアの習慣をつけるため，保護者の協力を得るための啓発（強

化週間・アンケート実施）を行い，取組を進める。 

・生活習慣アンケートを年２回実施し，児童の生活習慣を定期的に把握し，指導する。 

 

 

・肥満傾向児童は、全体の9.2％である。低

学年から要注意傾向児童もいる。 

・90％以上の児童が朝食を毎日食べて登校を

しているが，欠食する児童の固定化が見ら

れる。 

 

児童生徒の運動・生活習慣の実態 

＜令和４年度結果より＞ 

・男女共に「立ち幅跳び」「握力」に

課題のある学年が多くあった。 
 

広島県体力・運動能力，運動習慣等
調査結果との比較から 

取組事項 

 

・ 肥満やう歯の罹患率が高い傾向にあ

り，日々の食生活や間食について調

査・改善に向けた取り組みが必要で

ある。 

・ 平日の学習以外のメディア使用時間

が２時間を超える高学年児童が約

６割いる。日々の生活や学習面，心

身の健康にも大きく関わるため，メ

ディアの使い方や健康被害等につ

いて低学年時から改善に取り組む

必要がある。 

・ 「立ち幅跳び」「握力」に課題のあ

る学年が多い。 

・ 男子のすべての学年で，平均の総合

評価が C判定（女子は 4学年が B判

定，2学年が C判定） 

 

 

 

 

・保健生活部を中心にして，体力向上に向けての対策や記録会に向けての練習計画を立てる。 

・体育・緑化委員会の活躍の場を仕組み，児童の体力つくりへ意識を高める。 
 

体 制 

 

 

 

・朝マラソンの継続的な実施により，持久力の向上及び健康の保持増進が期待される。 

・校内の大会や記録会を行うことで，目標達成に向けて運動に取り組む児童の姿が期待される。 

・体育朝会の実施により，体を動かすことが好きな児童が増えることが期待される。 

・生活習慣を整えることで，児童の体力や学力を育む上で基盤となる健康な体つくりが促されることが期待

される。 

期待される効果 



 

 ４ 

 

 

                   ～３月     ４月      ５月          ６月       ７・８月     ９月        10月      11月      12月 

          

【体育科・保健体育科】          

【教科外】          

【日常生活等】          

【家庭・地域との連携】          

 

結果分析・計画立案 

計画に基づき実施 
新体力テストの実施 
結果分析 

Plan 

評価 

見直し・次年度の計画 

Do Check Action 

見直しと改善計画の立案 

計画に基づき実施 

Plan Do 

・ 体育科授業や，体育的行事において，多様な運動を経験することを通して，体を動かす楽しさを味わわせ，運動好きな児童を育成する。 

・ 保健指導を充実させることで，生活習慣を自ら整えようとする児童を育成する。 

 

達成目標 

     東広島市立河内小学校    

様式② 

体つくり運動 体つくり運動 体つくり運動 

ボール運動 水泳 

・運動会，新体力テストに向けて，基礎体

力を向上させる運動を取り入れる。体育

科の授業時間のはじめに，サーキットト

レーニングを行う。 

・東広島市水泳記録会，陸上記録会，球技交流会，市民スポ

ーツ大会，持久走チャレンジを目標として，意欲をもたせ

て練習に向かわせることで，体力つくりを行う。 

陸上運動 

持久走 

・週２回の「朝マラソン」を継続して行う。（５分間音楽を流し，走る。） 

自分のペースで，止まらず走り続けられるように励ましながら，体力

向上を図る。冬季は長縄跳びにも取り組む。） 

・体力テストの実施方法を全校に紹介し取り組む。 

（体育委員会の児童がデモンストレーションをしてみせる。） 

・毎月１回体育朝会を行い，基礎的な体力向上に結び

付ける。 

・縄跳び運動を奨励する。 

 

・持久走チャレンジや球技交流会に向けた取組（朝練習や放課後練習）

を行い，意欲を高める。 

                                  保健だより 

・毎月の保健だよりを通して，保護者に生活習慣を整える大切さを伝え，

家庭との連携を図る。 

・生活習慣アンケートの結果を集計・分析し，保護者に伝え，家庭との連携・協力を

強化する。 

Check Action Do 

２回目の新体力テストに 
向けての取組と実施 
結果分析 

                             体育朝会 

                             朝マラソン 


